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農林水産業における

男女共同参画の推進について
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女性農業者の現状と支援策
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我が国の農業従事者の年齢構成

（万人）

（歳）

３０代以下
６．８万人
（４．９％）

４０代以下
１４．８万人
（１０．５％）

年齢階層別基幹的農業従事者数（令和元年概数値）

基幹的農業従事者
合計数１４０万人

６５歳以上
９７．９万人
（６９．７％）

1.7万人

（1.2％）

5.2万人

（3.7％）

8.0万人

（5.7％）

12.9万人

（9.2％）

53.7万人

（38.3％）

59.0万人

（42.0％）
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資料： 農林水産省「平成31年農業構造動態調査（平成31年2月1日現在）」
定義： 「基幹的農業従事者」とは、農業就業人口のうち、普段仕事として主に自営農業に従事している者をいう。

○ 我が国の基幹的農業従事者は、65歳以上が70%、 40代以下が1１％。
○ 持続可能な力強い農業のためには、世代間バランスの取れた農業構造が重要。
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基幹的農業従事者の男女割合

（平成３１年）

（資料）
農林水産省「平成31年農業構造動態調査」による。
注：「基幹的農業従事者」とは、農業就業人口のうち、
普段仕事として主に農業に従事している者をいう。

女性
56万人
40％

男性
84万人
60％

農業就業人口に占める女性の割合

新規就農者の男女割合

（平成３０年）

（資料）
農林水産省「平成30年新規就農者調査」

女性
1.3万人
24%

男性
4.2万人
76%
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共同申請（その他）

3%

法人
10%

男性単独申請

82%

農業経営改善計画の認定状況

資料：農林水産省「農業経営改善計画の営農類型別認定状況」

共同申請（夫婦）
2.3％

女性単独申請
2.4％

資料： 農林水産省「認定新規就農者の認定状況」
平成31年３月末現在

法人２％

男性単独申請

80%

青年等就農計画の認定状況

（平成31年度）

共同申請
(夫婦）
10%

女性単独申請
8%

女性の認定農業者及び認定新規就農者
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女性農業地域リーダー育成支援
農業における

子育て地域ネットワークへの支援

農村女性
リーダー

研修

（女性が変える未来の農業推進事業）令和２年度概算決定額

【７５百万円】

○女性農業コミュニティリーダー塾 女性農業者の託児と農作業を地域で一体的に
サポートする地域ネットワークの構築のため
・先進事例の調査
・模範となる普及モデルの検討
・モデル地区実証
等を実施

女性農業者に対する支援

対象：女性農業者
内容：農業コミュニティ活動をリードする「ノウハウ」と

実践する「ヒューマンスキル」を身につける実践
型研修。

・実践編は全国２か所（東京・大阪）全５回
・基礎編は、実践編の導入として全国各地で実施。

託児

農作業

＜モデル地区実施主体＞
・市町村
・農協等の関係団体
・民間団体
・これらの団体による協議会 等
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42 女性の活躍推進 【令和２年度予算概算決定額 94,331百万円の内数】
＜対策のポイント＞
女性の活躍により収益の向上につなげていくため、地域のリーダーとなりうる女性農業経営者の育成や女性による事業活用等を促進し、女性が能力を発揮し
活躍できるよう支援します。
＜政策目標＞
女性農林漁業者の活躍の推進

＜事業の全体像＞

女 性 農 林 漁 業 者 の 活 躍 ※印は、令和２年度から新たに女性の活躍推進
に資する取組を行う事業

３ 女性の活躍推進に資する環境整備等を支援
◇６次産業化の推進 3,065（2,134）百万円の内数
農林漁業者と多様な事業者が連携して行う新商品開発や販路開拓等を支援

◇持続的生産強化対策事業のうち農作業安全総合対策推進事業 29（30）百万円
農作業事故の防止に向け、農業者一人一人に対して効果的に訴えかけ、安全意
識を高めていく取組を支援

◇農山漁村振興交付金 9,805 （9,809）百万円の内数
農山漁村におけるコミュニティ機能の向上や定住の促進等を図るための取組を支援

◇農の雇用事業(※) 4,627（4,958）百万円の内数
農業法人等が、男女別トイレやシャワーの設置など働きやすい職場環境を整備
しつつ行う49歳以下の新規就業者への実践研修等を支援

◇機構集積支援事業 3,021 （2,864）百万円の内数
農業委員等の資質向上のための研修の実施や女性農業委員の登用促進及
び組織化のための活動を支援

◇浜の活力再生・成長促進交付金のうち水産業強化支援事業
1,981（5,203）百万円の内数

「浜の活力再生プラン」に位置づけられた共同利用施設の整備等を支援

１ 女性農林漁業者の活躍推進を支援
◇女性が変える未来の農業推進事業 75（79）百万円
地域のリーダーとなりうる女性農業経営者の育成及び子育て世代の女性農業者をサポートする地域のネットワークづくりを支援

◇多様な担い手育成事業 38（31）百万円の内数
女性の林業への参入・定着を促進するため、林業体験の実施や女性林業者の起業活動のためのネットワーク構築等への支援、
女性林業者の活躍促進のための課題解決を推進

◇浜の活力再生・成長促進交付金のうち浜の活力再生プラン推進等支援事業のうち漁村女性活躍推進事業 19 （21）百万円
漁村地域における女性の活躍を推進するため、女性の経営能力の向上や女性が中心となって取り組む加工品の開発・販売等
の実践的な取組等を支援

２ 女性農業者等が積極的に採択されるように配慮<事業に応募した場合等に配分ポイントの加算・要件緩和>
◇強い農業・担い手づくり総合支援交付金等 23,020 （23,024）百万円の内数
産地の収益力強化と担い手の経営発展のため、産地・担い手の発展の状況に応じて、必要な農業用機械・施設の導入を
切れ目なく支援

◇多面的機能支払交付金(※) 48,652 （48,652）百万円の内数
地域共同で行う、多面的機能を支える活動や、地域資源（農地、水路、農道等）の質的向上を図る活動を支援
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働き方改革～女性の活躍推進
・女性の活躍推進に向けて、農業法人等における人材育成や労働環境の改善、家族のパートナーシッ
プ経営、ワーク・ライフ・バランスの確立等に関する内容を詳しく解説したテキスト教材とポイント
動画を作成。

・女性農業者が働きやすい環境整備や女性農業者の活躍支援策等に関する情報を一元的に提供する
ポータルサイトを開設。

(公社)日本農業法人協会

ポータルサイト

＼ Step WAP～農業の働き方改革～ ／

http://hojin.or.jp/standard/100/
joseikatsuyaku/cat3359/

https://step-wap.jp/

Step WAP WEB検索

ポイント動画

■女性活躍のヒントが満載！
■経営発展に役立つ情報が見つかる
■誰もが働きやすい職場を目指して

テキスト教材

テキスト教材・ポイント動画は
「労務管理編」「コミュニケーション・人材育成編」
「労働環境改善編」「家族経営編」の４つのテーマで解説。
(公社)日本農業法人協会ＨＰで公開中。
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農業委員及び農協役員に占める女性の割合の推移
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農業委員に占める女性の割合

農協役員に占める女性の割合

第４分野 地域・農山漁村・環境分野における男女共同参画の推進
〇 第４次男女共同参画基本計画（平成27年12月閣議決定）における成果目標

（％）

○ 平成28年４月施行の改正農業委員会等に関する法律と改正農業協同組合法では、農業委員及び農協役員について、年
齢や性別に著しい偏りが生じないように配慮しなければならない旨を規定。

○ 平成30年の農業委員、農協役員に占める女性の割合は、それぞれ11.8％、8.0％と増加。

項目 成果目標（平成32年度） 現状（平成30年度）

農業委員に占める
女性の割合

女性委員が登用されていない織数 ０ 287/1,703（16.9%）

農業委員に占める女性の割合 10%（早期）、更に30%を目指す 11.80%

農協の役員に占め
る女性の割合

女性役員が登用されていない組織数 ０ 105/646（16.2%）

役員に占める女性の割合 10%（早期）、更に15%を目指す 8.00%

家族経営協定の締結数 70,000件 58,182件
資料：出典 経営局農地政策課、協同組織課調べ
注1 農業委員：「農業委員への女性の参画状況」各年10月1日時点
注2 農協役員：「総合農協統計表」各事業年度末 平成30年度値は、全国農業協同組合中央会調べ
注３：家族経営協定の締結数は３月31日現在
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・家族経営協定とは、近代的な家族農業経営の実現を目指し、経営の方針や家族一人ひとりの役割、就業条件・就業環境などについて
家族みんなで話し合いながら、第三者の立ち会いの下、取り決めるもの。

・第４次男女共同参画基本計画（平成27.12月閣議決定）において、家族経営協定の締結数70,000件（平成32年度）を成果目標としている。

取り決めている協定の内容

協定締結農家数の割合

制度上のメリット

○農業次世代人材投資事業（経営開始型）
夫婦ともに就農する場合（家族経営協定、経営資源の共有などにより共同経

営者であることが明確である場合）は、夫婦合わせて1.5人分を給付する。

○認定農業者制度
実質的に共同経営を行っている場合、収益の配分と経営方針決定への参画

が明確にされている家族経営協定が結ばれていること等を要件に、夫婦等によ
る認定農業者の共同申請が認められる。

○農業者年金
青色申請をしている認定農業者等と家族経営協定を締結して、経営に参画し

ている配偶者、後継者に対しては、基本となる保険料（20,000円）のうち一定割
合の国庫助成が行われる。

取決め内容 割合

農業経営の方針決定 92.8%

労働時間・休日 92.7%

農業面の役割分担（作業分担、簿記記帳等） 81.2%

労働報酬（日給・月給） 74.9%

収益の配分（日給・月給以外の利益の分配） 69.3%

経営移譲（継承を含む） 54.1%

資料：農林水産省調べ（平成31年3月31日現在）
注：複数回答。

主業農家数（千戸） 236

家族経営協定の
締結農家数（戸）

58,182

農家に占める
締結農家の割合（％）

24.7%

資料：農林水産省「農業構造動態調査」、「家族経営協定に関する実態調査」
注：農家数は主業農家数。なお、主業農家とは農業収入が農外収入より多く、かつ65

歳未満の農業従事60日以上の者がいる農家

単位：戸

資料：農林水産省「家族経営協定に関する実態調査」

注１．各年とも３月31日現在。

注２．東日本大震災の影響により、平成23年の宮城県及び福島県の一部自治体の締結家数に

ついては、平成22年３月31日現在のデータを引用。

家族経営協定の推進

○ 家族経営協定締結農家数は毎年増加しており、農家数に占める締結農家の割合は24.7％となっている。

○ 仕事と生活のバランスに配慮した働き方を推進する上で、引き続き協定締結の重要性を周知。
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家族経営協定締結農家数

家族経営協定締結農家数の推移


sheet

		就業人口 シュウギョウジンコウ						女性の起業活動 ジョセイキギョウカツドウ

		農業（Ｈ20年） ノウギョウネン		53.5%				Ｈ9年度 ネンド		Ｈ18年度 ネンド

		林業（Ｈ17年） リンギョウネン		15.0%				4,040事例 ジレイ		9,444事例 ジレイ				農業団体等 ノウギョウダンタイトウ

		漁業（Ｈ19年） ギョギョウネン		16.3%

																Ｈ12年 ネン		Ｈ18年 ネン

														農業委員 ノウギョウイイン		1.8%		4.2%

																Ｈ12年度 ネンド		Ｈ18年度 ネンド

														農協役員 ノウキョウヤクイン		0.6%		2.1%

														森林組合役員 シンリンクミアイヤクイン		ND		0.3%

														漁協役員 ギョキョウヤクイン		0.2%		0.4%

																						農業労働に対する報酬がない（Ｈ15年） ノウギョウロウドウタイホウシュウネン		50.4%

																						認定農業者に占める女性の割合（Ｈ19年） ニンテイノウギョウシャシジョセイワリアイネン		3.0%

																												女性の起業活動の規模は零細 ジョセイキギョウカツドウキボレイサイ

																												女性の起業活動における年間販売金額300万円未満の経営体の割合（Ｈ18年） ジョセイキギョウカツドウネンカンハンバイキンガクマンエンミマンケイエイタイワリアイネン		59%

																																		農林漁業者の女性の１日平均の労働時間（家事・育児・介護を含む）（Ｈ18年） ノウリンギョギョウシャジョセイニチヘイキンロウドウジカンカジイクジカイゴフクネン		男性の1.17倍 ダンセイバイ

																																		総務省「社会生活基本調査」 ソウムショウシャカイセイカツキホンチョウサ





農業就業人口

		

		○農業就業人口等に占める女性の割合の推移

																		単位：千人、％

						平成2年		平成7年		平成12年 ヘイセイネン		平成17年 ヘイセイネン		平成18年 ヘイセイネン		平成19年 ヘイセイネン		平成20年 ヘイセイネン

		農業就業人口				5,653		4,140		3,891		3,353		3,205		3,119		2,986

				うち女性		3,403		2,372		2,171		1,788		1,718		1,668		1,597

				女性の割合		60.2%		57.3%		55.8%		53.3%		53.6%		53.5%		53.5%

		林業就業人口 リンギョウ				108		86		64		47		－		－		－

				うち女性		18		14		11		7		－		－		－

				女性の割合		16.4%		16.6%		16.8%		15.0%		－		－		－

		漁業就業人口 ギョギョウ				371		301		260		222		212		204		－

				うち女性		67		54		44		36		34		33		－

				女性の割合		18.1%		17.9%		16.9%		16.3%		16.2%		16.3%		－

		資料：農業就業人口・・・農林水産省「農林業センサス」、「農業構造動態調査」 ノウギョウシュウギョウジンコウ

		　　　　林業就業人口・・・総務省「国勢調査」 リンギョウシュウギョウジンコウソウムショウコクセイチョウサ

		　　　　漁業就業人口・・・水産庁「漁業就業動向統計年報」 ギョギョウシュウギョウジンコウスイサンチョウギョギョウシュウギョウドウコウトウケイネンポウ



資料：農林水産省「農林業センサス」，「農業構造動態調査」
注：１　農業就業人口とは，１６歳以上の世帯員（平成７年以降は１５歳以上の
　　　　世帯員）で，自営農業だけに従事した者と，自営農業とその他の仕事の
　　　　両方に従事した者のうち農業が主である者の合計をいう。
　　２　平成7年以降は販売農家の数値である。
　　

資料：農林水産省「農林業センサス」，「農業構造動態調査」　　
注：１　農業就業人口とは，１６歳以上の世帯員（平成７年以降は１５歳以上の
　　　　世帯員）で，自営農業だけに従事した者と，自営農業とその他の仕事の
　　　　両方に従事した者のうち農業が主である者の合計をいう。
　　２　基幹的農業従事者とは，農業就業人口のうち，普段の就業形態が「仕事
　　　　が主」である世帯員をいう。
　　３　平成２年以降の農家人口は世界農林業センサスの農家の定義による数値　　　
　　　　である。
　　４　平成7年以降は販売農家の数値である
　　



農業就業人口

		1



農業就業人口!#REF!

1



年齢別就業人口

		1



農業就業人口!#REF!

1



基幹的農業従事者

		1



農業就業人口!#REF!

1



固定観念

		○年齢別農業就業人口 ネンレイベツノウギョウシュウギョウジンコウ				20年 ネン

																単位：千人、％ タンイセンニン

				39歳以下 サイイカ		40～49		50～59		60～64		65～69		70歳以上 サイイジョウ		合計 ゴウケイ

		農業就業人口 ノウギョウシュウギョウジンコウ		254		193		440		296		406		1,397		2,986

		　　うち女性 ジョセイ		114		116		263		172		225		706		1,597

		　　女性割合 ジョセイワリアイ		44.9%		60.1%		59.8%		58.1%		55.4%		50.5%		53.5%

		農業構造動態調査 ノウギョウコウゾウドウタイチョウサ

		○年齢別基幹的農業従事者数 ネンレイベツキカンテキノウギョウジュウジシャスウ						20年 ネン

																単位：千人、％ タンイセンニン

				39歳以下 サイイカ		40～49		50～59		60～64		65～69		70歳以上 サイイジョウ		合計 ゴウケイ

		基幹的農業従事者 キカンテキノウギョウジュウジシャ		96		132		344		226		307		865		1,970

		　　うち女性 ジョセイ		25		61		176		112		146		346		867

		　　女性割合 ジョセイワリアイ		26.0%		46.2%		51.2%		49.6%		47.6%		40.0%		44.0%

		農業構造動態調査 ノウギョウコウゾウドウタイチョウサ





参画状況 (2)

		○年齢別基幹的農業従事者数 ネンレイベツキカンテキノウギョウジュウジシャスウ

																単位：千人、％ タンイセンニン

				39歳以下 サイイカ		40～49		50～59		60～64		65～69		70歳以上 サイイジョウ		合計 ゴウケイ

		基幹的農業従事者 キカンテキノウギョウジュウジシャ		103		144		377		222		326		852		2,024

		　　うち女性 ジョセイ		28		69		194		109		152		342		894

		　　女性割合 ジョセイワリアイ		27.2%		47.9%		51.5%		49.1%		46.6%		40.1%		44.2%

		農業構造動態調査 ノウギョウコウゾウドウタイチョウサ





参画状況 (課めぐじ用)

		社会通念・慣習・しきたりなどの男女の平等感 シャカイツウネンカンシュウダンジョビョウドウカン												夫は外で働き、妻は家庭を守るべきと考える者の割合 オットソトハタラツマカテイマモカンガシャワリアイ

		（男性が優遇されていると思う者の割合） ダンセイユウグウオモシャワリアイ

				平成12年 ヘイセイネン		平成19年 ヘイセイネン										平成14年 ヘイセイネン		平成19年 ヘイセイネン

		男性計 ダンセイケイ		73.8		67.4								男性計 ダンセイケイ		51.3		44.8

		男性自営業主（農林漁業） ダンセイジエイギョウオモノウリンギョギョウ		56.9		52.1								男性自営業主（農林漁業） ダンセイジエイギョウオモノウリンギョギョウ		65.2		63.0

		男性自営業主（商工サービス・自由業） ダンセイジエイギョウオモショウコウジユウギョウ		74.3		71.1								男性自営業主（商工サービス・自由業） ダンセイジエイギョウオモショウコウジユウギョウ		54.6		48.1

		女性計 ジョセイケイ		78.8		76.3								女性計 ジョセイケイ		43.3		39.9

		女性自営業主（農林漁業） ジョセイジエイギョウオモノウリンギョギョウ		90.5		71.4								女性自営業主（農林漁業） ジョセイジエイギョウオモノウリンギョギョウ		66.7		61.9

		女性自営業主（商工サービス・自由業） ジョセイジエイギョウオモショウコウジユウギョウ		81.6		83.6								女性自営業主（商工サービス・自由業） ジョセイジエイギョウオモショウコウジユウギョウ		48.8		35.8

		内閣府「男女共同参画に関する世論調査」 ナイカクフダンジョキョウドウサンカクカンセロンチョウサ





参画状況 (課めぐじ用)

		



平成12年

平成19年



参画状況 (3)

		



平成14年

平成19年



参画状況 (4)

		農業者団体の役員等に占める女性の割合の推移 ノウギョウシャダンタイヤクイントウシジョセイワリアイスイイ

								単位：人、％ タンイニン

				Ｈ2年 ネン		Ｈ12年 ネン		Ｈ19年 ネン

		農業委員数 ノウギョウイインスウ		62,524		59,254		39,997

		うち女性 ジョセイ		93		1,081		1,682

		　　割合 ワリアイ		0.1%		1.8%		4.2%

		農協役員数 ノウキョウヤクインスウ		68,611		32,003		21,331

		うち女性 ジョセイ		70		187		525

		　　割合 ワリアイ		0.1%		0.6%		2.5%

		資料：農林水産省「農業委員会及び都道府県農業会議実態調査」 シリョウノウリンスイサンショウノウギョウイインカイオヨトドウフケンノウギョウカイギジッタイチョウサ

		　　　農林水産省「総合農協統計表」 ノウリンスイサンショウソウゴウノウキョウトウケイヒョウ

		注）　農業委員については、10月１日現在。農協、事業年度末。 チュウノウギョウイインガツニチゲンザイ



男性

男性

女性

女性



参画状況 (5)

		農林漁業者団体の役員等に占める女性の割合の推移 ノウリンギョギョウシャダンタイヤクイントウシジョセイワリアイスイイ

								単位：人、％ タンイニン

				Ｈ7年 ネン		Ｈ12年 ネン		Ｈ18年 ネン

		農業委員数 ノウギョウイインスウ		60,917		59,254		39,997

		うち女性 ジョセイ		203		1,081		1,682

		割合 ワリアイ		0.3%		1.8%		4.2%

				Ｈ7年度 ネンド		Ｈ12年度 ネンド		Ｈ18年度 ネンド

		農協個人正組合員数 ノウキョウコジンセイクミアイインスウ		5,432,260		5,240,785		4,931,853

		うち女性 ジョセイ		707,117		746,719		812,508

		割合 ワリアイ		13.0%		14.2%		16.5%

		農協役員数 ノウキョウヤクインスウ		50,735		32,003		22,035

		うち女性 ジョセイ		102		187		465

		割合 ワリアイ		0.2%		0.6%		2.1%

		森林組合役員数 シンリンクミアイヤクインスウ						11,809

		うち女性 ジョセイ						30

		割合 ワリアイ						0.3%

		漁協個人正組合員数 ギョキョウコジンセイクミアイインスウ		317,553		275,715		225,363

		うち女性 ジョセイ		18,337		15,655		15,854

		割合 ワリアイ		5.8%		5.7%		7.0%

		漁協役員数 ギョキョウヤクインスウ		20,449		17,974		12,965

		うち女性 ジョセイ		29		43		46

		割合 ワリアイ		0.1%		0.2%		0.4%

		資料：農林水産省「農業委員会及び都道府県農業会議実態調査」 シリョウノウリンスイサンショウノウギョウイインカイオヨトドウフケンノウギョウカイギジッタイチョウサ

		　　　農林水産省「総合農協統計表」 ノウリンスイサンショウソウゴウノウキョウトウケイヒョウ

		　　　林野庁「森林組合統計表」 リンヤチョウシンリンクミアイトウケイヒョウ

		　　　水産庁「水産業協同組合統計表」 スイサンチョウスイサンギョウキョウドウクミアイトウケイヒョウ

		注）　農業委員については、10月１日現在。 チュウノウギョウイインガツニチゲンザイ

		　　　農協、森林組合及び漁協については、事業年度末。 ノウキョウシンリンクミアイオヨギョキョウジギョウネンドマツ

		　　　森林組合役員の平成２年度、７年度、12年度については、女性役員のデータなし。 シンリンクミアイヤクインヘイセイネンドネンドネンドジョセイヤクイン





担当している部門の有無

		

				総数 ソウスウ		女性 ジョセイ		女性割合 ジョセイワリアイ

		農協役員 ノウキョウヤクイン		22,035		465		2.1%

		森林組合役員 シンリンクミアイヤクイン		11,809		30		0.3%

		漁協役員 ギョキョウヤクイン		12,965		46		0.4%

		社　　長 シャチョウ		1,153,433		66,122		5.7%

		※帝国データバンク「社長交代率調査」 テイコクシャチョウコウタイリツチョウサ

																総数 ソウスウ		女性 ジョセイ		女性割合 ジョセイワリアイ

												農業委員 ノウギョウイイン				39,997		1,682		4.2%

												国会議員 コッカイギイン				722		89		12.3%

														うち衆議院 シュウギイン		480		45		9.4%

														うち参議院 サンギイン		242		44		18.2%

												都道府県議会 トドウフケンギカイ				2,773		223		8.0%

												市議会 シギカイ				21,254		2,508		11.8%

												町村議会 チョウソンギカイ				13,849		1,062		7.7%

												特別区議会 トクベツクギカイ				911		225		24.7%

												資料：構造改善課 シリョウコウゾウカイゼンカ

												内閣府調べ ナイカクフシラ

																												女性割合 ジョセイワリアイ

																								農協の役員 ノウキョウヤクイン				2.1%

																								森林組合の役員 シンリンクミアイヤクイン				0.3%

																								漁協の役員 ギョキョウヤクイン				0.4%

																								民営企業の役員に占める女性の割合 ミンエイキギョウヤクインシジョセイワリアイ				12.2%

																										うち建設業 ケンセツギョウ		13.0%

																										うち製造業 セイゾウギョウ		10.5%

																										うち電気・ガス・熱供給・水道業 デンキネツキョウキュウスイドウギョウ		2.2%

																										うち情報通信業 ジョウホウツウシンギョウ		6.6%

																										うち卸売・小売業 オロシウコウリギョウ		10.8%

																										うち金融・保険業 キンユウホケンギョウ		0.9%

																										うち不動産業 フドウサンギョウ		4.8%

																										うち飲食店、宿泊業 インショクテンシュクハクギョウ		21.9%

																										うち医療、福祉 イリョウフクシ		32.6%

																								資料：農林水産省「総合農協統計表」（平成18事業年度） シリョウノウリンスイサンショウソウゴウノウキョウトウケイヒョウヘイセイジギョウネンド

																								　　　厚生労働省「女性雇用管理基本調査」（平成18年度）　 コウセイロウドウショウジョセイコヨウカンリキホンチョウサヘイセイネンド

																								注：「民営企業の部長相当職以上」は、本社において常用労働者30人以上を雇用している民営 チュウミンエイキギョウブチョウソウトウショクイジョウコヨウミンエイ

																								企業。　





認定農業者

		地域における女性の役職就任に対する意識 チイキジョセイヤクショクシュウニンタイイシキ

				その他 タ		まったく問題なし モンダイ		地域社会に違和感・抵抗あり チイキシャカイイワカンテイコウ		家庭の中に違和感・抵抗あり カテイナカイワカンテイコウ		女性自身に気兼ねあり ジョセイジシンキガ

		男性 ダンセイ		7.1		55.8		13.5		5.8		27.6

		女性 ジョセイ		7.5		55.5		30.8		15.8		19.9

		合計 ゴウケイ		7.3		55.6		21.9		10.6		23.8

		資料：地域社会における女性の社会的役職就任の現状（(社)農村生活総合研究センター）平成15年3月 シリョウチイキシャカイジョセイシャカイテキヤクショクシュウニンゲンジョウシャノウソンセイカツソウゴウケンキュウヘイセイネンガツ

		女性であることを要因とする運営参画上の困難性 ジョセイヨウインウンエイサンカクウエコンナンセイ

		その他 タ		学習機会の不足 ガクシュウキカイフソク		組合員の理解度 クミアイインリカイド		職員の協力度 ショクインキョウリョクド		常勤役員の理解度 ジョウキンヤクインリカイド

		17.2		27.6		24.9		7.3		23.0

		資料：ＪＡ運営への女性の参画に関するアンケート調査（全国農業協同組合中央会、ＪＡ全国女性組織協議会）平成19年1月 シリョウウンエイジョセイサンカクカンチョウサゼンコクノウギョウキョウドウクミアイチュウオウカイゼンコクジョセイソシキキョウギカイヘイセイネンガツ





認定農業者

		



男性

女性

合計



★基幹的農業従事者

		





協定取り決め内容

		ＪＡ女性役員の出現による農業分野の変化 ジョセイヤクインシュツゲンノウギョウブンヤヘンカ

				その他 タ		特に変化なし トクヘンカ		労働環境の見直しが進んだ ロウドウカンキョウミナオスス		生産と生活の見直し・整備が進んだ セイサンセイカツミナオセイビスス		グリーンツーリズムの議論が出現 ギロンシュツゲン		加工・直売・起業の意見が出現 カコウチョクバイキギョウイケンシュツゲン		家族経営協定の増加 カゾクケイエイキョウテイゾウカ		農業における男女共同参画が進んだ ノウギョウダンジョキョウドウサンカクスス		新しい視点の意見が出る アタラシテンイケンデ		議論が活発になった ギロンカッパツ

		男性 ダンセイ		8.3		37.2		1.3		9.0		2.6		38.5		8.3		26.3		39.7		13.5

		女性 ジョセイ		6.2		20.5		7.5		15.1		9.6		54.1		16.4		35.6		45.9		23.3

		ＪＡ女性役員の出現による地域生活分野の変化 ジョセイヤクインシュツゲンチイキセイカツブンヤヘンカ

				その他 タ		特に変化なし トクヘンカ		地域全体で女性の社会参画が進行 チイキゼンタイジョセイシャカイサンカクシンコウ		家事育児への男性の参加 カジイクジダンセイサンカ		生活に関する意見の出現 セイカツカンイケンシュツゲン

		男性 ダンセイ		2.6		43.6		36.5		0.6		35.3

		女性 ジョセイ		6.7		30.7		49.3		14.0		34.7

		資料：地域社会における女性の社会的役職就任の現状（農村生活総合研究センター）平成15年３月 シリョウチイキシャカイジョセイシャカイテキヤクショクシュウニンゲンジョウノウソンセイカツソウゴウケンキュウヘイセイネンガツ





協定取り決め内容

		



男性

女性



起業内容

		



男性

女性



起業動機

		

				担当している部門あり タントウブモン		担当している部門なし タントウブモン

		全国 ゼンコク		70.6		29.4





起業動機

		



全国



起業（苦労）

		

				平成９年 ヘイセイネン		平成１０年 ヘイセイネン		平成１１年 ヘイセイネン		平成１２年 ヘイセイネン		平成１３年 ヘイセイネン		平成１４年 ヘイセイネン		平成１５年 ヘイセイネン		平成１６年 ヘイセイネン		平成１７年 ヘイセイネン		平成１８年 ヘイセイネン		平成１９年 ヘイセイネン		平成２０年 ヘイセイネン

		女性単独申請 ジョセイタンドクシンセイ		1,275		1,780		2,168		2,539		2,746		3,149		3,402		3,604		3,685		4,119		5,326		5,882

		共同申請（夫婦） キョウドウシンセイフウフ		－		－		－		－		－		－		－		81		440		777		1,448		1,963

		女性の割合 ジョセイワリアイ		1.3%		1.5%		1.6%		1.8%		1.8%		1.9%		2.0%		2.0%		2.2%		2.4%		3.0%		3.3%

				1,275		1,780		2,140		2,539		2,746		3,149		3,402		3,685		4,125		4,896		6,774		7,845

				数値は各年３月末時点 スウチカクネンガツマツジテン

		農林水産省「農業経営改善計画の営農類型別認定状況」 ノウリンスイサンショウノウギョウケイエイカイゼンケイカクエイノウルイケイベツニンテイジョウキョウ





起業（苦労）

		



&A

Page &P

女性単独申請

共同申請（夫婦）

女性の割合



起業（販売金額）

		①基幹的農業従事者に占める認定農業者の割合 キカンテキノウギョウジュウジシャシニンテイノウギョウシャワリアイ

				①基幹的農業従事者（19年） キカンテキノウギョウジュウジシャネン		②認定農業者（19年） ニンテイノウギョウシャネン		②／①

		総数 ソウスウ		1,970,000		224,043		11.4%

		女性数 ジョセイスウ		867,000		7,845		0.9%

		男性数 ダンセイスウ		1,103,000		218,161		19.8%

		資料：基幹的農業従事者･･･平成20年農業構造動態調査 シリョウキカンテキノウギョウジュウジシャヘイセイネンノウギョウコウゾウドウタイチョウサ

		　　　認定農業者･･･経営局経営政策課調べ（平成20年3月31日現在） ニンテイノウギョウシャケイエイキョクケイエイセイサクカシラヘイセイネンガツニチゲンザイ

		注：認定農業者については、法人及び複数世代による共同申請を除く。 チュウニンテイノウギョウシャホウジンオヨフクスウセダイキョウドウシンセイノゾ



計3,685

計4,125

計4,896

計6,774

計7,845



起業（経営方針）

				家族経営協定の取り決め内容（上位5項目） カゾクケイエイキョウテイトキナイヨウジョウイコウモク

				取り決め内容 トキナイヨウ

				農業経営の方針決定 ノウギョウケイエイホウシンケッテイ		90.4%

				労働時間・休日 ロウドウジカンキュウジツ		88.4%

				農業面の役割分担（作業分担、簿記記帳等） ノウギョウメンヤクワリブンタンサギョウブンタンボキキチョウトウ		79.3%

				労働報酬（日給、月給） ロウドウホウシュウニッキュウゲッキュウ		72.7%

				収益の配分（日給、月給以外の利益配分） シュウエキハイブンニッキュウゲッキュウイガイリエキハイブン		46.7%

				資料：農林水産省「家族経営協定に関する実態調査」（平成20年） シリョウノウリンスイサンショウカゾクケイエイキョウテイカンジッタイチョウサヘイセイネン





起業（年齢構成）

				起業活動の内容 キギョウカツドウナイヨウ

				項　目 コウメ		内　容 ウチカタチ		件　数 ケンカズ

				食品加工 ショクヒンカコウ		農・林・畜・水産物を利用した食品加工（ジャム、漬物等） ノウリンチクスイサンブツリヨウショクヒンカコウツケモノトウ		7,091

				流通・販売 リュウツウハンバイ		朝市、直売所、ネット販売等 アサイチチョクバイジョハンバイトウ		4,103

				農業生産 ノウギョウセイサン		女性が中心の作目経営等 ジョセイチュウシンサクモクケイエイトウ		1,554

				都市との交流 トシコウリュウ		観光農園、体験民宿等 カンコウノウエンタイケンミンシュクトウ		1,216

				食品以外の加工 ショクヒンイガイカコウ		農産物等を利用した加工 ノウサンブツトウリヨウカコウ		314

				サービス事業 ジギョウ		デイサービス等 トウ		94

				その他 タ				76

				資料：農林水産省「農村女性による起業活動実態調査」 シリョウノウリンスイサンショウノウソンジョセイキギョウカツドウジッタイチョウサ





Sheet4

				起業活動を始めた動機（複数回答） キギョウカツドウハジドウキフクスウカイトウ

		11		その他 タ		10.8%

		5		他に就職先・働く場がない タシュウショクサキハタラバ		5.1%

		6		家事・育児・介護と両立したい カジイクジカイゴリョウリツ		10.8%

		9		地域社会に貢献したい チイキシャカイコウケン		13.6%

		10		関係機関（公的機関、農協等）の働きかけ カンケイキカンコウテキキカンノウキョウトウハタラ		22.2%

		2		経営者として自分の裁量で仕事がしたい ケイエイシャジブンサイリョウシゴト		22.7%

		8		農地等の資産・資源を有効活用したい ノウチトウシサンシゲンユウコウカツヨウ		26.1%

		3		自らのより高い収入を得たい ミズカタカシュウニュウエ		28.4%

		4		年齢に関係なく働きたい ネンレイカンケイハタラ		30.1%

		7		家の農業や事業の影響から イエノウギョウジギョウエイキョウ		35.8%

		1		自分の能力や技術を活かしたい ジブンノウリョクギジュツイ		36.4%

				資料：(社)農村生活総合研究センター「生産活動にみる女性起業の現状と課題」（平成15年度） シリョウシャノウソンセイカツソウゴウケンキュウセイサンカツドウジョセイキギョウゲンジョウカダイヘイセイネンド





Sheet4

		





家族経営協定

				経営を発展させるために苦労していること（複数回答） ケイエイハッテンクロウフクスウカイトウ

		3		労働力の不足 ロウドウリョクフソク		38.7%

		6		販売先の確保・開拓 ハンバイサキカクホカイタク		36.4%

		4		生産に直結する知識・技術不足 セイサンチョッケツチシキギジュツフソク		33.5%

		1		資金不足 シキンフソク		19.7%

		5		経営管理の知識・技術不足 ケイエイカンリチシキギジュツフソク		19.1%

		8		事業の採算性、業績不振 ジギョウサイサンセイギョウセキフシン		9.8%

		9		専門家のアドバイスを得ること センモンカエ		9.8%

		2		農地の確保 ノウチカクホ		8.1%

		7		仕入先の確保・開拓 シイサキカクホカイタク		5.2%

		11		家事・育児・介護との両立が困難 カジイクジカイゴリョウリツコンナン		4.6%

		10		家族の協力が得られないこと カゾクキョウリョクエ		3.5%

		12		特になし トク		12.7%

		13		その他 タ		5.8%

				資料：(社)農村生活総合研究センター「生産活動にみる女性起業の現状と課題」（平成15年度） シリョウシャノウソンセイカツソウゴウケンキュウセイサンカツドウジョセイキギョウゲンジョウカダイヘイセイネンド





家族経営協定

		





家族経営協定２

		

				300万円未満 マンエンミマン		300万円以上～500万円未満 マンエンイジョウマンエンミマン		500万円以上～1000万円未満 マンエンイジョウマンエンミマン		1000万円以上 マンエンイジョウ		不明 フメイ

				55.1%		11.4%		11.4%		13.5%		8.7%

		平成19年度 ヘイセイネンド		5,250		1,086		1,085		1,284		828		9,533





家族経営協定２

		



300万円未満

300万円以上～500万円未満

500万円以上～1000万円未満

1000万円以上

不明



家族経営協定３

				今後の経営方針 コンゴケイエイホウシン

				経営を拡大・改善する ケイエイカクダイカイゼン		32.2%

				現状維持 ゲンジョウイジ		62.1%

				経営を縮小する ケイエイシュクショウ		5.7%

				資料：(社)農村生活総合研究センター「生産活動にみる女性起業の現状と課題」（平成15年度） シリョウシャノウソンセイカツソウゴウケンキュウセイサンカツドウジョセイキギョウゲンジョウカダイヘイセイネンド





家族経営協定３

		





ボツ

		

				29歳未満 サイミマン		30～39歳 サイ		40～49歳 サイ		50～59歳 サイ		60～69歳 サイ		70歳以上 サイイジョウ		不明 フメイ

				0.2%		1.1%		5.7%		33.3%		43.0%		10.8%		6.0%

				15		104		539		3142		4058		1019		567		9444





ボツ

		





生活時間

		

						14年 ネン		15年 ネン		16年 ネン		17年 ネン		18年 ネン

		農業委員数				58,613		57,875		56,348		45,379		39,997

				うち女性		2,261		2,369		2,391		1,869		1,682

				女性の割合		3.9%		4.1%		4.2%		4.1%		4.2%

																						平成17年度 ヘイセイネンド

																		農協役員				22,799

																				うち女性		438

																				女性の割合		1.9%

																		森林組合役員 シンリンクミアイヤクイン				13,108

																				うち女性		40

																				女性の割合		0.3%

																		漁協役員				13,861

																				うち女性		45

																				女性の割合		0.3%





男性の参加

		

		○販売農家に占める女性の割合 ハンバイノウカ

		主業農家数（千戸） シュギョウノウカスウセンコ		236

		家族経営協定の
締結農家数（戸） カゾクケイエイキョウテイテイケツノウカスウコ		58,182

		農家に占める
締結農家の割合（％） ノウカシテイケツノウカワリアイ		24.7%

								家族経営協定の締結農家数 カゾクケイエイキョウテイテイケツノウカスウ		40,663

								　うち認定農業者のいる農家数 ニンテイノウギョウシャノウカスウ		30,151

								　締結農家に占める認定農業者のいる農家の割合 テイケツノウカシニンテイノウギョウシャノウカワリアイ		74.1%



資料：農林水産省「農林業センサス」，「農業構造動態調査」
注：１　農業就業人口とは，１６歳以上の世帯員（平成７年以降は１５歳以上の
　　　　世帯員）で，自営農業だけに従事した者と，自営農業とその他の仕事の
　　　　両方に従事した者のうち農業が主である者の合計をいう。
　　２　平成7年以降は販売農家の数値である。
　　

資料：農林水産省「農林業センサス」，「農業構造動態調査」　　
注：１　農業就業人口とは，１６歳以上の世帯員（平成７年以降は１５歳以上の
　　　　世帯員）で，自営農業だけに従事した者と，自営農業とその他の仕事の
　　　　両方に従事した者のうち農業が主である者の合計をいう。
　　２　基幹的農業従事者とは，農業就業人口のうち，普段の就業形態が「仕事
　　　　が主」である世帯員をいう。
　　３　平成２年以降の農家人口は世界農林業センサスの農家の定義による数値　　　
　　　　である。
　　４　平成7年以降は販売農家の数値である
　　



男性の参加
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家族経営協定!#REF!

1



		

		家族経営協定を締結するにいたった理由 カゾクケイエイキョウテイテイケツリユウ

		女性の立場を評価するため ジョセイタチバヒョウカ		後継者世代の立場を適正に評価するため コウケイシャセダイタチバテキセイヒョウカ		経営改善の一環として ケイエイカイゼンイッカン		多世代で農業をうまくやっていくため タセダイノウギョウ		経営者としての働きを適正に評価するため ケイエイシャハタラテキセイヒョウカ		経営継承を円滑に行うため ケイエイケイショウエンカツオコナ		おつきあいで仕方なく シカタ		社会活動やボランティア活動に参加しやすくするため シャカイカツドウカツドウサンカ		農業者年金に加入するため ノウギョウシャネンキンカニュウ		認定農業者になるため ニンテイノウギョウシャ		農業改良資金を借り入れるため ノウギョウカイリョウシキンカイ		その他 タ

		50.1		46.7		41.8		37.5		28.8		24.8		9.5		5.2		4.6		4.0		2.6		3.2

																						女性の立場を評価するため ジョセイタチバヒョウカ		後継者世代の立場を適正に評価するため コウケイシャセダイタチバテキセイヒョウカ		経営改善の一環として ケイエイカイゼンイッカン		多世代で農業をうまくやっていくため タセダイノウギョウ		経営者としての働きを適正に評価するため ケイエイシャハタラテキセイヒョウカ		経営継承を円滑に行うため ケイエイケイショウエンカツオコナ		おつきあいで仕方なく シカタ		社会活動やボランティア活動に参加しやすくするため シャカイカツドウカツドウサンカ		農業者年金に加入するため ノウギョウシャネンキンカニュウ		認定農業者になるため ニンテイノウギョウシャ		農業改良資金を借り入れるため ノウギョウカイリョウシキンカイ		その他 タ

																						50.1		46.7		41.8		37.5		28.8		24.8		9.5		5.2		4.6		4.0		2.6		3.2

		資料：(社)農山漁村女性・生活活動支援協会「家族経営協定と経営発展」 シリョウシャノウサンギョソンジョセイセイカツカツドウシエンキョウカイカゾクケイエイキョウテイケイエイハッテン





		





		

		締結後の経営面での変化 テイケツゴケイエイメンヘンカ

		話し合いの機会の増加 ハナアキカイゾウカ		働く意欲が増した ハタライヨクマ		変化なし ヘンカ		役割分担の明確化 ヤクワリブンタンメイカクカ		経営の方針決定への参画 ケイエイホウシンケッテイサンカク		労働時間・休日面の改善 ロウドウジカンキュウジツメンカイゼン		経営者としての自覚 ケイエイシャジカク		労働報酬面の改善 ロウドウホウシュウメンカイゼン		経営目標の明確化 ケイエイモクヒョウメイカクカ		作業効率が増した サギョウコウリツマ		中長期の営農計画の作成 チュウチョウキエイノウケイカクサクセイ		売り上げの増加 ウアゾウカ		収益分配 シュウエキブンパイ		その他 タ

		39.5		37.2		34.3		32.8		32.6		31.1		30.5		20.9		20.1		19.5		13.1		8.4		6.7		1.7

		資料：(社)農山漁村女性・生活活動支援協会「家族経営協定と経営発展」 シリョウシャノウサンギョソンジョセイセイカツカツドウシエンキョウカイカゾクケイエイキョウテイケイエイハッテン

		生活面の変化 セイカツメンヘンカ

		変化なし ヘンカ		家族内の話し合いの回数増加 カゾクナイハナアカイスウゾウカ		家事の役割分担の明確化 カジヤクワリブンタンメイカクカ		家事労働への理解 カジロウドウリカイ		生活面の方針決定への参画 セイカツメンホウシンケッテイサンカク		自分の意見が言える ジブンイケンイ		社会活動や余暇活動 シャカイカツドウヨカカツドウ		家族で何でも話し合える カゾクナンハナア		伝統的な考え方の変化 デントウテキカンガカタヘンカ		老後の生活についての話し合い ロウゴセイカツハナア		中長期の生活設計の作成 チュウチョウキセイカツセッケイサクセイ		ストレス減少 ゲンショウ		その他 タ

		37.2		37.0		24.6		24.0		20.5		20.2		19.6		18.5		14.1		10.6		9.7		7.9		2.6





		





		





		

		自分や家族の健康 ジブンカゾクケンコウ		76.3%

		農業経営の将来 ノウギョウケイエイショウライ		35.4%

		自分や家族の老後 ジブンカゾクロウゴ		34.6%

		食べ物や商品の安全性問題 タモノショウヒンアンゼンセイモンダイ		25.1%

		地域や日本農業・農村の将来 チイキニホンノウギョウノウソンショウライ		15.6%

		女性の地位向上・参画 ジョセイチイコウジョウサンカク		15.6%

		家族や親族の介護問題 カゾクシンゾクカイゴモンダイ		15.4%

		資料：ＪＡ全国女性組織協議会「ＪＡ女性組織メンバー意向調査」（平成18年度） シリョウゼンコクジョセイソシキキョウギカイジョセイソシキイコウチョウサヘイセイネンド





		





		女性 ジョセイ		農閑期 ノウカンキ														男性 ダンセイ

				自営農業 ジエイノウギョウ		家事・育児・介護 カジイクジカイゴ		自由時間 ジユウジカン		睡眠 スイミン		自営農業以外の勤め ジエイノウギョウイガイツト		その他 タ						自営農業 ジエイノウギョウ		家事・育児・介護 カジイクジカイゴ		自由時間 ジユウジカン		睡眠 スイミン		自営農業以外の勤め ジエイノウギョウイガイツト		その他 タ

		65歳以上 サイイジョウ		5.1		2.9		4.5		8.4		0.2		2.9				65歳以上 サイイジョウ		6.3		0.2		5.1		8.8		0.2		3.4

		60～64歳 サイ		5.7		3.1		4		8.2		0.3		2.7				60～64歳 サイ		6.8		0.2		4.5		8.6		0.6		3.2

		50～59歳 サイ		6		3.1		3.9		7.8		0.5		2.7				50～59歳 サイ		7.2		0.1		4.3		8.3		0.8		3.1

		40～49歳 サイ		6.1		3.5		3.8		7.4		0.5		2.7				40～49歳 サイ		7.6		0.1		4.1		8		1.1		3.1

		30～39歳 サイ		5.1		4.2		3.9		7.4		0.6		2.8				30～39歳 サイ		6.8		0.2		5		7.9		1.1		3

		29歳以下 サイイカ		6.5		3.9		2.9		7.4				3.3				29歳以下 サイイカ		9.2		0.3		3.4		7.6				3.4

		農閑期 ノウカンキ		家事・育児・介護 カジイクジカイゴ														夫や家族による家事・育児の分担 オットカゾクカジイクジブンタン

				男性 ダンセイ		女性 ジョセイ														女性 ジョセイ

		29歳以下 サイイカ		18		234												60歳以上 サイイジョウ		49.7

		30～39歳 サイ		12		252												50～59歳 サイ		54.9

		40～49歳 サイ		6		210												40～49歳 サイ		59.3

		50～59歳 サイ		6		186												39歳以下 サイイカ		60.3

		60～64歳 サイ		12		186												全体 ゼンタイ		54.5

		65歳以上 サイイジョウ		12		174





		



自営農業

家事・育児・介護

自由時間

睡眠

自営農業以外の勤め

その他



		



男性

女性



		



女性



		男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加するために必要なこと（複数回答） ダンセイカジコソダカイゴチイキカツドウセッキョクテキサンカヒツヨウフクスウカイトウ

				特に必要なことはない		国の研修等で家事等の技能を高める		子育て等を行うための仲間作りを実施		男性が家事などに参加することの女性の抵抗感をなくす		男性が相談しやすい窓口を設ける		男性が家事に関心を高める啓発等実施		労働時間短縮や休暇制度を普及する		家事等に参加する男性の抵抗感なくす		年配者等が当事者の考え方を尊重する		社会の中で男性の家事等の評価高める		夫婦間のコミュニケーションをはかる

		男性自営業主（農林漁業） ダンセイジエイギョウシュノウリンギョギョウ		17.8		23.3		15.1		9.6		13.7		27.4		27.4		31.5		21.9		34.2		47.9

		女性自営業主（農林漁業） ジョセイジエイギョウオモ		9.5		14.3		14.3		38.1		19.0		23.8		33.3		38.1		42.9		57.1		61.9

		女性家族従業者（農林漁業） ジョセイカゾクジュウギョウシャ		-		24.2		24.2		15.2		36.4		36.4		36.4		42.4		42.4		63.6		69.7

		資料：内閣府「男女共同参画に関する世論調査」（平成19年） シリョウナイカクフダンジョキョウドウサンカクカンセロンチョウサヘイセイネン

		男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加するために必要なこと（複数回答） ダンセイカジコソダカイゴチイキカツドウセッキョクテキサンカヒツヨウフクスウカイトウ

		上位５項目 ジョウイコウモク

				労働時間短縮や休暇制度を普及する		家事等に参加する男性の抵抗感なくす		年配者等が当事者の考え方を尊重する		社会の中で男性の家事等の評価高める		夫婦間のコミュニケーションをはかる

		男性自営業主（農林漁業） ダンセイジエイギョウシュノウリンギョギョウ		27.4		31.5		21.9		34.2		47.9

		女性自営業主（農林漁業） ジョセイジエイギョウオモ		33.3		38.1		42.9		57.1		61.9

		女性家族従業者（農林漁業） ジョセイカゾクジュウギョウシャ		36.4		42.4		42.4		63.6		69.7

		資料：内閣府「男女共同参画に関する世論調査」（平成19年） シリョウナイカクフダンジョキョウドウサンカクカンセロンチョウサヘイセイネン





		



男性自営業主（農林漁業）

女性自営業主（農林漁業）

女性家族従業者（農林漁業）



		家族経営協定の取り決め内容（複数回答・主な関連項目） カゾクケイエイキョウテイトキナイヨウフクスウカイトウオモカンレンコウモク

		取り決め内容 トキナイヨウ

		労働時間・休日 ロウドウジカンキュウジツ		88.4%

		生活面の役割分担（家事、交際） セイカツメンヤクワリブンタンカジコウサイ		43.1%

		社会・地域活動への参加 シャカイチイキカツドウサンカ		20.5%

		育児の役割分担 イクジヤクワリブンタン		6.4%

		資料：農林水産省「家族経営協定に関する実態調査」（平成20年） シリョウノウリンスイサンショウカゾクケイエイキョウテイカンジッタイチョウサヘイセイネン





		○農業者年金制度への加入状況 ノウギョウシャネンキンセイドカニュウジョウキョウ

								（単位：人、％） タンイニン						平均寿命 ヘイキンジュミョウ

				加入者 カニュウシャ														単位：年 タンイネン

						うち女性 ジョセイ		女性の割合 ジョセイワリアイ						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		男女差 ダンジョサ

		平成15年度 ヘイセイネンド		78,558		5,311		6.8%						79.19		85.99		6.80

		平成16年度 ヘイセイネンド		80,114		5,710		7.1%						厚生労働省「簡易生命表」（平成19年） コウセイロウドウショウカンイセイメイヒョウヘイセイネン

		平成17年度 ヘイセイネンド		81,713		6,177		7.6%

		平成18年度 ヘイセイネンド		83,972		6,850		8.2%

		平成19年度 ヘイセイネンド		88,103		8,063		9.2%

		資料：(独)農業者年金基金調べ シリョウドクノウギョウシャネンキンキキンシラ

												○農業者年金の加入実績（平成１９年度） ノウギョウシャネンキンカニュウジッセキヘイセイネンド

														新規加入者 シンキカニュウシャ

																割合 ワリアイ

												男性 ダンセイ		2,948		70.6%

												女性 ジョセイ		1,225		29.4%

												合計 ゴウケイ		4,173		100%

												資料：(独)農業者年金基金調べ シリョウドクノウギョウシャネンキンキキンシラ
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企業等の力を
農業女子に

農業女子

農業女子の力を
企業等に

○ 女性農業者の知恵を様々な企業等の技術、アイデアなどと結びつけ、新たな商品やサー
ビスを創造し、情報を社会に広く発信する。

○ プロジェクトを通じ、社会全体での女性農業者の存在感を高め、女性農業者自らの意識
の改革・経営力の発展を促し、職業としての農業を選択する若手女性の増加を図る。

「農業女子プロジェクト」2013年11月発足

個別プロジェクトの推進

 企業等と農業女子がコラボし、新たな商品やサービス等を開発。
 農業女子の持つ３つのチカラ「生産力」「知恵力」「市場力」を発

揮。

DATA（令和２年2月現在）
○農業女子：802名
○参画企業：33企業
○教育機関：７校

今後の活動の方向性

（公式HP） https://nougyoujoshi.maff.go.jp/
（公式Facebook） https://www.facebook.com/nougyoujoshi.project

＜公式HP＞ ＜公式Facebook＞

民間企業・
教育機関

 点から面へ。
地域のネットワーク作り、活動を推進。

https://nougyoujoshi.maff.go.jp/
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 農山漁村女性の日とは
農林水産業・農山漁村の発展に向け、

女性が農林水産業の重要な担い手とし
て、より一層能力を発揮していくことを促
進するため、農林水産省は、毎年3月10
日を「農山漁村女性の日」と設定。

 3月10日に込められた想い
・農作業が比較的少なく社会生活におい
ても女性が学習や話し合いを共にする
条件が整っていること

・農山漁村女性の3つの能力（知恵、技、
経験）をトータル（10）に発揮してほしい
という願い

 今年度も３月上旬に農山漁村女性活躍
表彰の表彰式等を開催。女性の活躍を
考えるきっかけに！

農山漁村女性の日について
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「農業の６次産業化で、女性の能力が発揮できる場
所をつくりたい」と女性農業士、管理栄養士、調理師
等多様な人材が集まり、下野市の農産物を使った手
作り総菜や弁当の販売に取り組んでいる。

地元に代々伝わる郷土料理の発掘と伝承に力をい
れることで、ブランド力の向上だけでなく、食の大切さ
を地元の子供達や一般消費者に伝え、地域の食育
活動に貢献。また、下野市の委託事業として高齢者
世帯の配食サービス・安否確認も行っている。

個々の女性が能力を発揮し、活躍できる組織づくり
のモデル的な取り組みとなっており、男女共同参画社
会の実現に向けた模範な組織となっている。

昭和49年に結婚を契機に就農。夫、息子と３人で黒
毛和種と褐毛和種、約100頭規模の経営を確立。

地域に残る固定的な性別役割分担意識を解消する
ため、地域内の女性達と「みずき座」を結成、寸劇を
通して男女共同参画社会の実現を広く訴えてきた。
農業に関わる女性の地位向上のため、平成15年か

ら農業委員を務め、女性委員の登用拡大等に尽力。
平成23年には、菊陽町初の女性農業委員会会長に

就任。また、熊本モーモーレディース連絡協議会、全
国畜産縦断いきいきネットワーク等の設立・運営に携
わり、女性畜産農家の活動強化と後進の育成に努め
ている。
平成27年には、菊陽町議会議員に当選、菊陽町男

女共同参画推進条例の制定にも尽力。

（参考） 農業経営者として活躍する女性たち

令和元年度
内閣総理大臣賞

那須眞理子（熊本県菊陽町） 企業組合らんどまあむ（代表 大越歌子）
（栃木県下野市）

令和元年度
日本農林漁業振興会会長賞
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第３ 食料、農業及び農村に関し総合的かつ計画的に講ずべき施策
２．農業の持続的な発展に関する施策

（２）女性農業者が能力を最大限発揮できる環境の整備
女性農業者は農業就業者の４割を占め、女性が参画している農業経営体ほど販売金額が大きく、経

営の多角化に取り組む傾向が強いなど、地域農業の振興や農業経営の発展、６次産業化の展開に重
要な役割を担っている。他方、農村社会ではいまだ指導的地位や経営主の多数を男性が占めるような
状況にあることから、女性同士のネットワークの強化等の地道な取組を通じて男女ともに意識改革を図
りながら、女性農業者が一層活躍できる環境整備を進めることが必要である。

このため、地域農業に関する方針等に女性農業者等の声を反映させるため、人・農地プラン（地域農
業の発展を図る観点から地域における話合いにより作成する、地域農業を担う経営体や農地の利用の
在り方等を示した計画）を検討する場への女性農業者の参画を義務付けるとともに、女性農業者の農
業委員及び農業協同組合の役員等への登用を推進する。

経営体向けの補助事業について女性農業者等による積極的な活用を図るための取組を推進する。

地域農業における次世代のリーダーとなり得る女性農業者の育成や、農業で新たなチャレンジを行う
女性の経営の発展を促進するための取組を推進する。

女性農業者の知恵と民間企業の技術、ノウハウ、アイデアなどを結び付け、新たな商品やサービス開
発等を行う「農業女子プロジェクト」の活動を拡大する。

食料・農業・農村基本計画（H27.3閣議決定）抜粋
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女性林業従事者の現状と支援策
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スギの植付け
鹿児島県出水
昭和初期

スギ穂採取
鹿児島県川内
昭和30年代

熊本 昭和26年

写真：「年輪－写真で語る
一世紀－」熊本営林局

（1987年）、 「全国植樹祭
60周年記念写真集」（社）

国土緑化推進機構

林業における女性の現状①

 林業の現場業務に従事する者である林業従事者数は、平成27年で約4.5万人。長期的には減少傾向で推移した後、平成
22年は平成17年比２％減となり、減少のペースが緩んだものの、平成27年には平成22年比11％減となっている。

 女性の林業従事者は、昭和55年には約2.4万人（全体の約16%）であったが、平成22年には約3千人（全体の約６％）と減少
し、近年はほぼ横ばいとなっている。

■林業従事者数の推移

水源林造成のための植栽
（青森県十和田市）昭和20
年代

資料：総務省「国勢調査」
注：林業従事者とは、就業している事業体の産業分類を問わず、森林内の現場作業に従事している者。

(万人)
＜国土緑化に貢献してきた女性たち＞
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林業における女性の現状②

 戦後の伐採と造林の時代には、林家の女性たちの多くが造林や保育作業を担っていたが、これらの作業の減少とともに女性
の林業従事者は減少している。

 森林組合作業班の女性作業員の割合は減少傾向で推移してきたが、近年、横ばい傾向にある。

(人） 森林組合作業班の従事事業別作業員数の推移（昭和38年度～平成29年度）

H２９ 造林面積３万ha
伐採面積８万ha

平成29年度
伐出（女） 51人
造林（女）252人

工場・その他（女）618人

S55 造林面積16万ha
伐採面積32万ha

S45 造林面積35万ha
伐採面積49万ha 昭和55年度

伐出（女） 442人
造林（女）17,247人

工場・その他（女）2,752人
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林業を支える女性たち

林研グループ数

全体 うち女性
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

1,008 94

令和元年7月1日現在

「森の小物づくり」（木工製品の作成・販売）
（こもれびの会（栃木県））

伐採作業の研修会
（徳島県バンビの会）

・ 林業研究グループ（林研グループ）
は、意欲的で地域のリーダー的な林業経
営者などを中心に組織され、林業技術の
研鑽・習得や学習活動等に取り組んでい
る

・ 1970年代から、女性の森林所有者や

林業従事者等を会員とする「女性林業研
究グループ」が各地で設立。

森林づくりの技術や経営改善、地域づ
くりや交流など様々な活動を展開

女性林業研究グループ

チェンソーを使う
若手女性林業従事者

女性林業従事者

フォワーダを操作する
若手女性オペレーター

・ 危険で重労働のイメージがつきまとう林業にも、高性能林業
機械の導入等により、女性が毎年コンスタントに就業し活躍

路網の整備や高性能林業機械導入
が進み労働強度が軽減

 危険で重労働のイメージがつきまとう林業にも、高性能林業機械の導入等により、少ないながらも毎年女性が就業し活躍。
 女性森林所有者等を会員とする「女性林業研究グループ」が全国で94グループあり、森林づくりの技術・経営の改善や地域

づくり等、様々な活動を展開。
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＜補助事業＞
●女性林業者定着支援（H28～）
・女性林業者や女性林業グループを対象とした全国レベルの交流会の実施及び全国各地の女性林業者等による優良活動事例

等の情報提供、起業活動に向けたネットワーク構築への支援

・女性林業者や女性林業グループ等を対象とした林業労働安全等に関する研修会や女性を対象に林業の説明会や体験会の開
催など林業就業の働きかけを行う団体等への支援

※ このほか、高校生等の林業就業促進支援、社会人の林業就業促進、
林業研究グループ活動等への支援についても実施

＜委託事業＞
●女性林業者の活躍促進のための課題解決

・平成29年度は女性の雇用・定着ガイドブックを作成。

・平成30年度は女性が活躍する林業の仕事ガイドを作成。

・令和元年度については、女性が活躍する林業経営体の事例集を作成。

・令和２年度については、女性が地域の森林資源を活用した起業的活動の
事例集を作成予定。

林野庁における対策

 多様な担い手育成事業により、女性林業グループのネットワーク化及び女性林業者の定着について支援。
 女性林業者の新規参入・定着促進を図るための林業事業体の経営者向けパンフレットや女性林業者の活躍事例集を作成。

■ 多様な担い手育成事業

交流会 チェンソー安全研修会

女性林業従事者の雇用・定着ガイド（H29） 女性が活躍する林業の仕事ガイド H30）
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女性漁業就業者の現状と支援策
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漁業就業者数（海面漁業）

男性 女性 女性の割合 資料：農林水産省「漁業センサス」（平成30（2018）年）

人

減少傾向

漁業就業者数の推移
漁業就業者数は、男女共減少傾向にあり、女性漁業就業者数の割合も減少傾向。
平成30年の漁業就業者数は約15万人、そのうち女性就業者は約1万8千人（11.5％）。
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水産業における女性の役割
女性の漁業就業者は少ないものの、漁獲物の選別や仕分け、水産加工といった陸上での作業に
ついて、女性の活躍が目立っている。

資料：農林水産省「漁業センサス」（平成25（2013）年）
平成29年漁業就業動向調査（漁業就業者）

✔ 水産加工場従事者のうち 女性が占める割合は約62％

✔ 漁業に付随する陸上作業の従事者のうち 女性が占める割合は約38％

○ 女性部（※）を設置している漁業協同組合の数：618、部員数：32,051人（2019.4.1）
（※）浜の女性の活動組織として、多くの漁業協同組合には組合員の家族である女性等で構成 される女性部が設置。

また、全国組織として、全国漁業協同組合女性部連絡協議会（ＪＦ全国女性連）が存在

○ 漁業、水産加工業における女性の従事・就業割合

13.7%

38.4%

61.7%

86.3%

61.6%

38.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

漁業就業者

陸上作業従事者

水産加工場従事者

女性 男性

１８８，２３５人

２５３，２６１人

１５３，４９０人
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男女共同参画等により漁村地域における女性等の活躍を推進し、浜の所得向上の取組を発展・深
化させるため、漁村女性グループが取り組む実践的な活動をきめ細かく支援するとともに次世代を
担う女性の育成を支援。

女性の活躍推進
浜の所得向上による競争力強化

交付対象 ：
・漁業経営や浜の活性化を担う女性の能
力向上のための講習会の開催に係る経費
・女性グループ等の実践的な取組の実施
に係る経費
・実践活動に必要な知識・技術の習得、取
組成果の公表等に係る経費

交付率 ：
定額（定額、1/2以内）

事業実施主体 ： 民間団体等

交付先 ：
国 ⇒ 民間団体等
国 ⇒ 漁村女性等により

形成された活動グループ

成果報告会での取組成
果の公表・横展開、
水産高校生の取組発表

実践活動に必要な
知識・技術の習得

加工品の開発・直売所
の運営の実践活動

魚食普及、販路拡大等の所得
向上のための取組

若手女性の能力向上
のため講習会の開催

漁村女性の取組を
きめ細かく支援

【令和2年度予算概算決定額 ： 19百万円】

国の女性漁業者向け支援策
～浜の活力再生・成長促進交付金のうち漁村女性活躍推進事業～（Ｈ3０年度～）
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○漁業・水産業の各分野で働く女性の知恵と様々な企業の技術、ノウハウ、アイデアとをマッチン
グさせ、新たな商品やサービスなどを創り出し、社会全体に情報発信していくことを目的とする
「海の宝！水産女子の元気プロジェクト」を平成30年11月に発足。

海の宝！水産女子の元気プロジェクト

【プロジェクトで目指すこと】
☞漁業・水産業の現場で働く女性の存在感を高める。
☞漁業・水産業の現場で働く女性自らの意識の改革、発想力・創造力等の発展を促す。
☞女性の職業の選択肢に「漁業・水産業」を加える。

講演活動

推進会議
イベント参加

水産女子のアイデアを
採用したLINEスタンプの
制作
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